
  

 

 

JEUPISTE主催 ホライズン 2020トレーニングセミナー 

「欧州における研究助成枠組みへの参加のためのトレーニング」 

 

日 EUイノベーション・科学・技術協力強化プロジェクト（JEUPISTE）は欧州におけ

る世界最大の多国間研究開発・イノベーション促進プログラム ホライズン 2020 への日本

からの参加を促進するため、参加のためのトレーニングセミナーを開催します。ホライズン

2020 では 2014 年から 2020 年までの 7 年間で約 800 億ユーロの研究資金助成が計画され

ており、日本を含む欧州以外の国からの参加も可能です。本セミナーではヨーロッパ及び日

本から、ホライズン 2020及び欧州プロジェクトへの参加経験団体代表者、研究支援担当者

を招聘し、プロジェクトへの参加のための実践的な説明や日本の団体が参加する場合に気

を付けるべき点などの情報提供を行います。また、今回のセミナーでは、ホライズン 2020

への参加が研究機関に限られていないという点から、自治体からの参加事例も取り上げ、

EUプロジェクトにおける産学官ネットワークの重要性についても説明する予定です。さら

に、本セミナーでは実際にホライズン 2020の公募へ申請する際に必要となる手続きについ

て、申請前の準備から採択後のレポートの書き方までを含めた実質的作業内容についての

情報提供を行います。 

 

日時：2016年 7月 29日（金）13:00-17:30（受付 12:30～） 

場所：神戸大学梅田インテリジェントラボラトリ 

〒530-0014 大阪市北区鶴野町 1-9 梅田ゲートタワー8階 

 （アクセス情報 http://www.b.kobe-u.ac.jp/access/osaka_room/index.html） 

 

主催：JEUPISTE プロジェクト、神戸大学、日欧産業協力センター 

 

登録・問い合わせ先：神戸大学国際企画課国際学術交流グループ 

          Tel: 078-803-5282 

E-mail: intl-relations@office.kobe-u.ac.jp 

 

13:00 ホライズン 2020と国際協力  

JEUPISTEプロジェクト ステイン・ランブレヒト氏 

 

 言語：日本語 

http://www.b.kobe-u.ac.jp/access/osaka_room/index.html


  

 

13:20  ホライズン 2020への参加のための研究者支援とは‐採択プロジェクトの事例か 

    ら 

 

Ms Dorota Buchwald – Cieślak, Director, Centre for Project Administrative  

Support of the Jagiellonian University, Poland 

Ms Katarzyna Kubica-Oroń, Specialist responsible for Framework Programme 

Horizon 2020, Centre for Project Administrative Support of the Jagiellonian 

University, Poland 

 

言語：英語 

 

14:00 EUプロジェクトへの日本からの参加‐研究助成手続きの注意点 

    国立研究開発法人 理化学研究所外部資金室 

    松尾 洋一郎 

 

 言語：日本語 

 

14:40   コーヒーブレイク 

 

15:00   日欧共同公募における参加事例と国際プロジェクトにおける産学官連携の重要性

‐FESTIVAL プロジェクトの事例から 

    京都産業大学 コンピューター理工学部ネットワークメディア学科 

    秋山 豊和  

 

 言語：日本語 

 

15:40 ホライズン 2020へ参加するための具体的な情報の提供 

    ①申請手続き、情報収集について 

    神戸大学国際部国際企画課 

     

    言語：日本語 

     

    ②成果物・知的財産の取扱いについて 

Dr. George Tzamtzis, NCP for Horizon 2020, FORTH/PRAXI Network 

  



  

言語：英語 

 

17:00   ディスカッション 

 

17:30   セミナー終了  


